
附
属
書
Ａ

議
定
書
附
属
書
Ａ
の
グ
ル
ー
プ
Ｉ
の
表
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

グ
ル
ー
プ

物

質

オ
ゾ
ン
破
壊
係
数
（
注
）

百
年
地
球
温
暖
化
係
数

グ
ル
ー
プ
Ⅰ

C
F
C
l３ (C
F
C -11)

一
・
〇

四
、
七
五
〇

C
F
２ C
l２ (C
F
C -12)

一
・
〇

一
〇
、
九
〇
〇

C
２ F

３ C
l３ (C
F
C -113)

〇
・
八

六
、
一
三
〇

C
２ F

４ C
l２ (C
F
C -114)

一
・
〇

一
〇
、
〇
〇
〇

C
２ F

５ C
l(C
F
C -115)

〇
・
六

七
、
三
七
〇

附
属
書
Ｃ
及
び
附
属
書
Ｆ

議
定
書
附
属
書
Ｃ
の
グ
ル
ー
プ
Ｉ
の
表
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

グ
ル
ー
プ

物

質

異
性
体

の
数

オ
ゾ
ン
破
壊
係
数
（
注
１
）

百
年
地
球
温
暖
化

係
数
（
注
３
）

グ
ル
ー
プ
Ⅰ

C
H
F
C
l２ (H
C
F
C -21)（

注
２
）

一

〇
・
〇
四

一
五
一

C
H
F
２ C
l(H
C
F
C -22)（

注
２
）

一

〇
・
〇
五
五

一
、
八
一
〇

C
H
２ F
C
l(H
C
F
C -31)

一

〇
・
〇
二

C
２ H
F
C
l４ (H
C
F
C -121)

二

〇
・
〇
一

〇
・
〇
四

C
２ H
F
２ C
l３ (H
C
F
C -122)

三

〇
・
〇
二

〇
・
〇
八

C
２ H
F
３ C
l２ (H
C
F
C -123)

三

〇
・
〇
二

〇
・
〇
六

七
七

C
H
C
l２ C
F
３ (H
C
F
C -123)（

注
２
）

〇
・
〇
二

C
２ H
F
４ C
l(H
C
F
C -124)

二

〇
・
〇
二

〇
・
〇
四

六
〇
九

C
H
F
C
lC
F
３ (H
C
F
C -124)（

注
２
）

〇
・
〇
二
二

平成年月日 金曜日 (号外第号)官 報

第
四
条
の
Ｂ

議
定
書
第
四
条
の
Ｂ
２
の
次
に
２
の
二
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

２
の
二

締
約
国
は
、
二
千
十
九
年
一
月
一
日
又
は
自
国
に
つ
い
て
こ
の
２
の
二
の
規
定
の
効
力
が
生
ず
る
日
か
ら

三
箇
月
以
内
の
日
の
い
ず
れ
か
遅
い
日
ま
で
に
、
附
属
書
Ｆ
に
掲
げ
る
規
制
物
質
で
あ
つ
て
、
未
使
用
の
も
の
、

使
用
済
み
の
も
の
、
再
利
用
さ
れ
る
も
の
及
び
再
生
さ
れ
た
も
の
の
輸
入
及
び
輸
出
に
関
す
る
ラ
イ
セ
ン
ス
の
制

度
を
設
け
及
び
実
施
す
る
。
第
五
条
１
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
締
約
国
で
あ
つ
て
、
自
国
が
同
月
一
日
ま
で
に

当
該
制
度
を
設
け
及
び
実
施
す
る
状
況
に
な
い
と
認
め
る
も
の
は
、
二
千
二
十
一
年
一
月
一
日
ま
で
措
置
の
実
施

を
遅
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
五
条

議
定
書
第
五
条
４
中
「
第
二
条
の
Ｉ
」
を
「
第
二
条
の
Ｊ
」
に
改
め
る
。

議
定
書
第
五
条
５
及
び
６
中
「
及
び
第
二
条
の
Ｉ
」
を
「
、
第
二
条
の
Ｉ
及
び
第
二
条
の
Ｊ
」
に
改
め
る
。

議
定
書
第
五
条
８
の
三
の
次
に
８
の
四
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

８
の
四
⒜

１
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
締
約
国
は
、
第
二
条
の
Ｊ
の
規
制
措
置
に
つ
い
て
行
わ
れ
る
第
二
条
９
の

規
定
に
基
づ
く
調
整
に
従
う
こ
と
を
条
件
と
し
て
、
第
二
条
の
Ｊ
１
⒜
か
ら
⒠
ま
で
及
び
３
⒜
か
ら
⒠
ま
で
に

定
め
る
規
制
措
置
の
実
施
時
期
を
遅
ら
せ
並
び
に
当
該
規
制
措
置
を
次
の
よ
う
に
修
正
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

二
千
二
十
四
年
か
ら
二
千
二
十
八
年
ま
で
は
、
百
パ
ー
セ
ン
ト

二
千
二
十
九
年
か
ら
二
千
三
十
四
年
ま
で
は
、
九
十
パ
ー
セ
ン
ト

二
千
三
十
五
年
か
ら
二
千
三
十
九
年
ま
で
は
、
七
十
パ
ー
セ
ン
ト

二
千
四
十
年
か
ら
二
千
四
十
四
年
ま
で
は
、
五
十
パ
ー
セ
ン
ト

二
千
四
十
五
年
以
降
は
、
二
十
パ
ー
セ
ン
ト

⒝

⒜
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
締
約
国
は
、
１
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
締
約
国
が
、
第
二
条
の
Ｊ
の
規
制
措

置
に
つ
い
て
行
わ
れ
る
第
二
条
９
の
規
定
に
基
づ
く
調
整
に
従
う
こ
と
を
条
件
と
し
て
、
第
二
条
の
Ｊ
１
⒜
か

ら
⒠
ま
で
及
び
３
⒜
か
ら
⒠
ま
で
に
定
め
る
規
制
措
置
の
実
施
時
期
を
遅
ら
せ
並
び
に
当
該
規
制
措
置
を
次
の

よ
う
に
修
正
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

二
千
二
十
八
年
か
ら
二
千
三
十
一
年
ま
で
は
、
百
パ
ー
セ
ン
ト

二
千
三
十
二
年
か
ら
二
千
三
十
六
年
ま
で
は
、
九
十
パ
ー
セ
ン
ト

二
千
三
十
七
年
か
ら
二
千
四
十
一
年
ま
で
は
、
八
十
パ
ー
セ
ン
ト

二
千
四
十
二
年
か
ら
二
千
四
十
六
年
ま
で
は
、
七
十
パ
ー
セ
ン
ト

二
千
四
十
七
年
以
降
は
、
十
五
パ
ー
セ
ン
ト

⒞

１
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
締
約
国
は
、
第
二
条
の
Ｊ
の
規
定
に
基
づ
く
消
費
量
の
基
準
値
を
算
定
す
る
た

め
、
附
属
書
Ｆ
に
掲
げ
る
規
制
物
質
の
二
千
二
十
年
か
ら
二
千
二
十
二
年
ま
で
の
消
費
量
の
算
定
値
の
平
均
値

に
附
属
書
Ｃ
の
グ
ル
ー
プ
Ⅰ
に
属
す
る
規
制
物
質
の
８
の
三
に
定
め
る
消
費
量
の
基
準
値
の
六
十
五
パ
ー
セ
ン

ト
を
加
え
た
値
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

⒟

⒞
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
締
約
国
は
、
１
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
締
約
国
が
、
第
二
条
の
Ｊ
の
規
定
に

基
づ
く
消
費
量
の
基
準
値
を
算
定
す
る
た
め
、
附
属
書
Ｆ
に
掲
げ
る
規
制
物
質
の
二
千
二
十
四
年
か
ら
二
千
二

十
六
年
ま
で
の
消
費
量
の
算
定
値
の
平
均
値
に
附
属
書
Ｃ
の
グ
ル
ー
プ
Ⅰ
に
属
す
る
規
制
物
質
の
８
の
三
に
定

め
る
消
費
量
の
基
準
値
の
六
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
を
加
え
た
値
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
決
定
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

⒠

１
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
締
約
国
で
あ
つ
て
附
属
書
Ｆ
に
掲
げ
る
規
制
物
質
を
生
産
す
る
も
の
は
、
第
二

条
の
Ｊ
の
規
定
に
基
づ
く
生
産
量
の
基
準
値
を
算
定
す
る
た
め
、
附
属
書
Ｆ
に
掲
げ
る
規
制
物
質
の
二
千
二
十

年
か
ら
二
千
二
十
二
年
ま
で
の
生
産
量
の
算
定
値
の
平
均
値
に
附
属
書
Ｃ
の
グ
ル
ー
プ
Ⅰ
に
属
す
る
規
制
物
質

の
８
の
三
に
定
め
る
生
産
量
の
基
準
値
の
六
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
を
加
え
た
値
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

⒡

⒠
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
締
約
国
は
、
１
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
締
約
国
で
あ
つ
て
附
属
書
Ｆ
に
掲
げ

る
規
制
物
質
を
生
産
す
る
も
の
が
、
第
二
条
の
Ｊ
の
規
定
に
基
づ
く
生
産
量
の
基
準
値
を
算
定
す
る
た
め
、
附

属
書
Ｆ
に
掲
げ
る
規
制
物
質
の
二
千
二
十
四
年
か
ら
二
千
二
十
六
年
ま
で
の
生
産
量
の
算
定
値
の
平
均
値
に
附

属
書
Ｃ
の
グ
ル
ー
プ
Ⅰ
に
属
す
る
規
制
物
質
の
８
の
三
に
定
め
る
生
産
量
の
基
準
値
の
六
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
を

加
え
た
値
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

⒢

⒜
か
ら
⒡
ま
で
の
規
定
は
、
締
約
国
が
決
定
す
る
基
準
に
従
つ
て
高
温
地
域
除
外
が
適
用
さ
れ
る
生
産
量
及

び
消
費
量
の
算
定
値
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。

第
六
条

議
定
書
第
六
条
中
「
第
二
条
の
Ｉ
」
を
「
第
二
条
の
Ｊ
」
に
改
め
る
。

第
七
条
２
、
３
及
び
３
の
三

議
定
書
第
七
条
２
中
「
並
び
に
附
属
書
Ｅ
」
の
下
に
「
及
び
附
属
書
Ｆ
」
を
加
え
、
同
条
２
列
記
の
部
分
に
次
の
よ

う
に
加
え
る
。

附
属
書
Ｆ
に
掲
げ
る
規
制
物
質
に
つ
い
て
は
、
二
千
十
一
年
か
ら
二
千
十
三
年
ま
で
。
た
だ
し
、
第
五
条
１

の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
締
約
国
に
つ
い
て
は
、
二
千
二
十
年
か
ら
二
千
二
十
二
年
ま
で
の
当
該
統
計
資
料
を

提
出
す
る
。
同
条
１
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
締
約
国
の
う
ち
同
条
８
の
四
⒟
及
び
⒡
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る

締
約
国
に
つ
い
て
は
、
二
千
二
十
四
年
か
ら
二
千
二
十
六
年
ま
で
の
当
該
統
計
資
料
を
提
出
す
る
。

議
定
書
第
七
条
２
及
び
３
中
「
及
び
附
属
書
Ｅ
」
を
「
、
附
属
書
Ｅ
及
び
附
属
書
Ｆ
」
に
改
め
る
。

議
定
書
第
七
条
３
の
二
の
次
に
３
の
三
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

３
の
三

締
約
国
は
、
附
属
書
Ｆ
の
グ
ル
ー
プ
Ⅱ
に
属
す
る
規
制
物
質
の
第
三
条
１
⒟
の
規
定
に
基
づ
く
施
設
ご
と

の
自
国
の
年
間
放
出
量
に
関
す
る
統
計
資
料
を
事
務
局
に
提
出
す
る
。

第
七
条
４

議
定
書
第
七
条
４
中
「
輸
出
量
」
の
下
に
「
並
び
に
生
産
量
」
を
加
え
る
。

第
十
条
１

議
定
書
第
十
条
１
中
「
及
び
第
二
条
の
Ｉ
」
を
「
、
第
二
条
の
Ｉ
及
び
第
二
条
の
Ｊ
」
に
改
め
る
。

議
定
書
第
十
条
１
に
第
四
段
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

第
五
条
１
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
締
約
国
が
、
合
意
さ
れ
た
増
加
費
用
の
一
部
を
賄
う
こ
と
に
つ
な
が
り
得

る
他
の
資
金
供
与
の
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
を
選
択
す
る
場
合
に
は
、
当
該
増
加
費
用
の
一
部
に
つ
い
て
は
、
こ

の
条
の
規
定
に
基
づ
く
資
金
供
与
の
制
度
に
よ
つ
て
は
賄
わ
れ
な
い
。

第
十
七
条

議
定
書
第
十
七
条
中
「
第
二
条
の
Ｉ
」
を
「
第
二
条
の
Ｊ
」
に
改
め
る
。
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